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技術の概要

２．技術の内容

安全・防災　　維持管理　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　油含有土壌の油分解微生物による浄化は、これまで油分濃度のモニタリング結果の推移により
浄化予測を行っており、複数の油分解微生物を考慮した定量的な浄化予測はできませんでした。
そこで土壌の油分濃度とその土壌に生息する油分解微生物群集を定量化し、当該微生物の油分
解能力から浄化に係る期間を算出する方法を開発することに成功しました。（特許第5608869号）
この予測手法により土壌の１試料で、油分濃度及び油分解微生物量を分析することにより、油分の
浄化予測が可能となりました。

　油含有土壌の土壌油分濃度及び微生物分析を行い、土壌油分の浄化予測を行います。微生物
分析は、キノンプロファイル法によるキノン分析を行い、土壌微生物群集のキノン種及びキノン量を
把握します。キノンは、微生物細胞膜の呼吸における電子伝達物質で、キノン種を調べることによ
り微生物の種を推定できるバイオマーカーとなります。キノン種は、ユビキノン（UQ）７～10とメナキ
ノン（MK）6～12があり、一般的にユビキノンは好気性微生物、ほとんどのメナキノンは嫌気性微生
物になります。キノン種ごとのキノン量は、キノン種に対応する微生物の微生物量と置き換えること
ができます。油分解微生物のキノン種は、9種が明らかになっていて、土壌油分濃度と油分解微生
物群のキノン量（微生物量）がわかれば、当該微生物群の油分解能力がわかっているので、当該
土壌油分が分解できる期間が算出できます。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３ 技術の効果

※別紙２

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　10　件　（九州　　3件　、九州以外　7件　）　

５．活用実績

３．技術の効果

・油含有土壌汚染サイトにおいて、このままの状態にした場合の自然浄化期間が推定できます。
・油含有土壌の浄化サイトにおいて、浄化過程での浄化予測を行うことにより、浄化期間がどのくら
い短縮できたのかわかります。
・浄化期間の経過に伴い、浄化予測を行うために得られた分析結果を使って、深度方向及び平面
的な土壌油分濃度分布及び各種の油分解微生物の分布の変化がわかり、効率的な浄化作業を行
うための基礎資料が得られます。

４．技術の適用範囲

･油含有土壌汚染サイトで適用可能です。
・油種は、ガソリン、灯油、軽油及び重油等に適用可能です。
・油分濃度にかかわらず、適用可能です。
・微生物浄化計画サイトで適用可能です。
・油含有土壌汚染浄化サイトで適用可能です。



６．写真・図・表


